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2,949万円

一般会計

地方譲与税・交付金等
5 億1,234万円（5.2％）

町債
6 億7,200万円
（6.8％）

繰入金
2 億3,879万円
（2.4％）
3,879

繰越金
5億4,264万円
（5.5％）
5 4,264
5.5

その他自主財源
4 億334万円
（4.1％）

町税
58億8,348万円
（59.3％）
8 8,348
59.3

県支出金
4 億7,937万円
（4.8％）

国庫支出金
7 億6,643万円
（7.7％）

地方交付税
4 億3,111万円
（4.3％）

歳入
99億

歳　入 歳　出 差引額
国民健康保険 40億2,955万円 38億2,274万円 2億　682万円
後期高齢者医療 9億1,172万円 8億4,394万円 6,778万円
介 護 保 険 26億5,909万円 25億5,462万円 1億　447万円
下 水 道 事 業 12億6,567万円 12億1,609万円 4,958万円
合　　計 88億6,604万円 84億3,739万円 4億2,865万円

〔一般会計〕 57億 　   82万円
そのうち臨時財政対策債（町債全体の約70％）
 　39億7,328万円
〔下水道事業特別会計〕　81億9,169万円

町債残高

特別会計決算 （千円以下四捨五入）

ふるさと葉山みどり基金 １億2,245万円
公共公益施設整備基金 ６億2,532万円
財政調整基金 ９億　680万円

基金残高

～職員給与過支給問題が大きな原因～

は賛成なしで不認定は賛成なしで不認定
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6,014万円

一般会計

議会費
1 億7,854万円
（1.9％）

公債費
5 億6,938万円
（6.1％）

農林水産業費
4,084万円
（0.4％） 衛生費

10億8,876万円
（11.6％）

民生費
29億4,506万円
（31.5％）

総務費
16億18万円
（17.1％）

商工費
8,450万円
（0.9％）

教育費
9 億9,718万円
（10.7％）

消防費
7 億8,265万円
（8.4％）

土木費
10億7,129万円
（11.4％）

災害復旧費
177万円(0.02%)

歳出
93億

▷ 一般会計歳入の決算額は、前年度比 5億3,913万円の増となりました。

　 町民税・固定資産税・都市計画税が増収となり、町税は前年度比１億7,211万円の

増となりました。

▷一般会計歳出の決算額は、前年度比 5億1,242万円の増となりました。

　 物件費は、し尿収集方式の変更により、し尿収集・運搬処理委託がなくなり、1億

7,813万円減となりました。扶助費は、臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給付

金の支給により１億705万円の増となりました。

▷ 少子高齢社会の進展に伴い、民生費の割合が、この10年間で1.5倍近くに増えました。

 ※詳細は町ホームページ「葉山の町政」からご覧いただけます。

一般会計決算一般会計決算
特別会計はすべて認定

決算の
概要

平成26年度
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消
防
救
急
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
事
業

 

１
億
７
６
２
７
万
円

　

横
須
賀
市
・
三
浦
市
・
葉

山
町
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共

同
化
事
業
に
と
も
な
う
、
消

防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
負
担
金
な
ど
。

　

聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
119
シ
ス
テ
ム
導
入
に

か
か
わ
る
委
託
料
及
び
運
用

管
理
負
担
金
な
ど
。

防
災
行
政
無
線
再
整

備
事
業

 
７
５
０
１
万
円

　

老
朽
化
し
た
無
線
設
備
を

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備

に
更
新
す
る
こ
と
で
、
難
聴

地
域
の
解
消
と
災
害
時
の
体

制
強
化
を
図
っ
た
。

防
災
対
策
事
務
運
営

事
業 

339
万
円

　

津
波
避
難
誘
導
路
面
ス
テ

ッ
カ
ー
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
ソ
ー
ラ
ー
ポ

イ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
設
置
し
た
。

ご
み
収
集
事
業

 

８
８
７
６
万
円

　

ご
み
運
搬
処
分
委
託
、
戸

別
収
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、

塵
芥
収
集
車
２
台
購
入
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
場
内
整
備

工
事
な
ど
。

常
備
消
防
事
務
運
営

事
業 

598
万
円

み
ど
り
の
保
全
事
業

 

554
万
円

　

松
く
い
虫
の
防
除
、
緑
地

内
フ
ェ
ン
ス
修
繕
な
ど
を
行

っ
た
。

口
座
振
替
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
商
品
購
入

 

263
万
円

　

町
税
の
税
収
確
保
業
務
と

し
て
町
の
特
産
品
（
葉
山
牛

の
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
）
を
購

入
し
、
進
呈
し
た
。

障
害
者
、
タ
ク
シ
ー

券
交
付
事
業 

362
万
円

　

373
人
の
登
録
者
に
対
し
、

１
枚
600
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を

年
間
24
枚
交
付
し
た
。

決
算
審
議
総
括
質
問

　

９
月
９
日
・
10
日
、
26
年
度
決
算
に
対
し
６
人
の
議

員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

 

こ
ん
な
点
が
気
が
か
り 　
　

質
問
者
の
提
出
原
稿
を
基
に
編
集
し
て
い
ま
す

決算特別委員会審査

事業ごとに審査しました（主な事業）
どんな があったか成果

合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
補
助
事
業

 

200
万
円

　

浄
化
槽
設
置
に
対
し
て
５

件
、
維
持
管
理
に
対
し
て
67

件
分
の
補
助
金
を
交
付
し
た
。

男
女
共
同
参
画
推
進

事
業 

44
万
円

　

Ｄ
Ｖ
相
談
、
被
害
者
支
援

で
190
件
の
相
談
を
受
け
た
。

　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
な
ど
に
対
す

る
一
時
保
護
宿
泊
費
を
負
担

し
た
。

各
小
学
校
空
調
設
備

設
置
工
事

 

１
億
９
１
１
６
万
円

　

小
学
校
４
校
の
空
調
設
備

設
置
工
事
を
行
っ
た
。

町
制
90
周
年
記
念
誌

発
行
事
業 

397
万
円

　

平
成
27
年
１
月
の
町
制
施

行
90
周
年
を
記
念
し
、
記
念

誌
４
千
部
を
発
行
し
た
。

臨
時
福
祉
給
付
金
給

付
事
業

 

５
６
１
３
万
円

　

消
費
税
率
が
８
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

所
得
の
低
い
３
９
７
３
人
に

支
給
し
た
。

消
防
車
両
整
備
事
業

 

３
４
４
０
万
円

　

救
急
２
号
車
と
車
載
医
療

機
器
、
な
ら
び
に
搬
送
車
を

更
新
し
た
。

健
康
増
進
事
業

 

155
万
円

　

葉
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
、医
療
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。

南
郷
上
ノ
山
公
園
管

理
事
業 
342
万
円

　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
工
事
な
ど
を
行
っ
た
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
給
付
事
業

 

３
５
３
２
万
円

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
世
帯
に
支
給
し
た
。

下
水
道
整
備
事
業

 

２
億
５
１
３
８
万
円

　

葉
山
中
継
ポ
ン
プ
場
耐
震

設
計
を
委
託
し
た
。
幹
線
・

管
渠
築
造
工
事
な
ど
を
行
っ

た
。下

水
道
投
入
施
設
維

持
管
理
事
業

 

５
１
７
４
万
円

　

葉
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
、

し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
処
理

を
行
っ
た
。

横
山
す
み
子

 

（
新
葉
ク
ラ
ブ
）

問　

昇
給
誤
り
に
よ
る
給
与

等
の
過
支
給
及
び
扶
養
手
当

等
の
過
支
給
に
つ
い
て
、
金

額
も
含
め
説
明
を
。

総
務
部
長　
「
そ
の
他
雑
入
」

の
過
払
い
給
与
等
返
納
金
402

万
９
千
円
は
、
職
員
の
配
偶

者
扶
養
手
当
の
過
支
給
等
が

あ
り
、
返
還
さ
れ
「
そ
の
他

取りつけられたエアコン取りつけられたエアコン

葉山町消防本部作戦室葉山町消防本部作戦室
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雑
入
」
に
入
れ
た
。

問　

ど
う
し
て
雑
入
に
入
れ

た
の
か
。

総
務
部
長　

こ
ち
ら
は
、
過

年
度
分
な
の
で
「
そ
の
他
雑

入
」
と
い
う
形
で
入
れ
た
。

問　

何
年
度
か
ら
ど
う
し
て

こ
う
い
う
こ
と
が
起
き
、
発

見
さ
れ
て
戻
っ
た
か
の
原
因

を
伺
っ
て
い
る
。

総
務
部
長　

決
裁
途
上
で
よ

く
精
査
し
て
い
る
が
、
支
給

停
止
の
手
続
き
を
す
べ
き
と

こ
ろ
を
発
見
で
き
ず
、
様
々

な
事
務
的
要
因
が
あ
る
。

問　

402
万
円
は
、
か
な
り
の

金
額
の
過
支
給
で
、
１
、
２

年
の
問
題
で
は
な
い
と
感
じ

る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
聞
い

た
の
は
い
つ
か
。

町
長　

27
年
の
春
だ
っ
た
。

（
後
日
、「
26
年
の
春
」
と
訂

正
あ
り
）

畑
中
由
喜
子

 （
い
き
い
き
葉
山
の
会
）

問　

町
税
収
納
率
の
向
上
に

効
果
が
あ
っ
た
口
座
振
替
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
継
続
し
て
は
。

総
務
部
長　

有
効
と
認
識
し

て
お
り
、
考
慮
し
た
い
。

問　

監
査
の
決
算
審
査
意
見

書
に
職
員
給
与
手
当
等
の
過

支
給
が
あ
っ
た
と
い
う
驚
く

べ
き
記
述
が
あ
っ
た
。
再
発

防
止
策
は
。
議
会
へ
報
告
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

町
長　

今
回
は
事
務
処
理
の

不
手
際
が
あ
っ
た
が
当
該
職

員
か
ら
は
返
金
が
あ
り
、
財

政
的
に
大
き
な
損
害
は
な
く

済
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
文
書
の
取
扱
い
や
、

全
体
的
な
管
理
事
項
に
つ
い

て
、
事
務
改
善
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
ん
で
お
り
、
内
部
問

題
も
し
っ
か
り
処
理
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
、
職
員
同
士

の
信
頼
を
回
復
で
き
る
よ
う

に
、
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

下
水
道
の
接
続
率
向
上

に
向
け
た
対
策
と
効
果
は
。

環
境
部
長　

町
に
と
っ
て
何

が
一
番
効
果
が
あ
っ
て
、
接

続
率
向
上
に
つ
な
が
る
か
検

証
し
て
い
き
た
い
。

窪
田　

美
樹

 

（
日
本
共
産
党
）

問　

税
収
が
上
が
っ
た
要
因

は
、
県
の
徴
収
員
や
ア
ル
バ

イ
ト
員
を
雇
っ
た
と
い
う
。

27
年
度
は
県
職
員
も
い
な
い
。

徴
収
技
術
は
習
得
で
き
た
か
。

総
務
部
長　

伝
授
さ
れ
た
。

問　

不
納
欠
損
額
が
25
年
度

比
、
倍
以
上
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
。以
前
、税
収
を
高
め

る
た
め
に
請
求
し
や
す
い
と

こ
ろ
か
ら
働
き
か
け
る
と
聞

く
。
時
効
分
が
増
え
た
の
か
。

総
務
部
長　

人
員
増
も
あ
り
、

調
査
で
き
な
か
っ
た
事
業
所

廃
止
等
の
事
実
確
認
が
取
れ
、

不
納
欠
損
と
な
っ
た
。

問　

町
長
就
任
時
、
財
政
調

整
基
金
目
標
は
、
５
億
円
だ

っ
た
。
今
、
９
億
円
。
ど
こ

ま
で
貯
め
込
む
の
か
。

町
長　

施
設
整
備
を
考
え
る

と
、
余
裕
が
あ
れ
ば
将
来
の

た
め
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
く
。

問　

監
査
の
指
摘
の
職
員
給

与
過
支
給
の
報
告
書
は
、
時

間
を
か
け
作
っ
て
い
く
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
。

副
町
長　

再
発
防
止
の
組
織

を
立
ち
上
げ
、
事
例
集
を
ま

と
め
、
今
後
の
事
務
処
理
改

善
に
努
め
る
。

笠
原　

俊
一

 

（
尚
政
会
）

問　

26
年
度
は
寄
附
金
が
前

年
度
対
比
３
６
６
８
％
、
２

５
３
２
万
円
と
大
幅
に
伸
び

て
い
る
。
一
般
寄
附
、
公
共

公
益
施
設
整
備
寄
附
金
と
あ

る
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
割

合
は
い
く
ら
か
。

政
策
財
政
部
長　

寄
附
金
２

５
２
６
万
円
の
う
ち
一
般
寄

附
金
が
１
７
０
６
万
円
。
そ

の
他
、
公
共
公
益
施
設
整
備

費
寄
附
金
と
保
健
衛
生
費
寄

附
金
の
３
寄
付
金
と
な
る
。

一
般
寄
附
金
の
１
７
０
６
万

円
が
ふ
る
さ
と
納
税
で
、
個

人
よ
り
１
２
０
０
万
円
、
500

万
円
、
３
万
円
、
２
万
円
、

１
万
円
の
５
件
あ
っ
た
。

問　

当
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納

税
者
に
対
す
る
返
礼
基
準
は
。

町
長　

現
在
は
な
い
が
、
早

期
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

つ
い
て
は
定
め
た
い
。

問　

他
市
町
へ
の
ふ
る
さ
と

納
税
者
件
数
と
控
除
に
よ
る

町
の
減
収
分
は
い
く
ら
か
。

総
務
部
長　

64
人
あ
り
、
町

税
の
控
除
は
116
万
円
ほ
ど
あ

る
。細

川　

慎
一

 

（
新
風
は
や
ま
）

問　

海
水
浴
場
開
設
事
業
に

つ
い
て
、
葉
山
海
水
浴
場
に

関
す
る
条
例
で
は
、
葉
山
の

海
を
守
る
の
は
町
の
責
務
で

あ
り
、
町
長
が
先
頭
に
立
ち

提
供
す
べ
き
海
水
浴
場
の
方

向
性
を
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
事
業
者
と
利
用

者
と
町
の
責
任
分
担
だ
け
の

条
例
に
、
一
般
会
計
６
割
を

支
え
る
町
民
を
加
え
る
改
正

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

町
民
と
事
業
者
と
町
と
の
連

携
で
作
る
海
の
観
光
事
業
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か

り
と
連
携
を
強
め
て
、
と
も

に
課
題
解
決
に
取
組
ん
で
い

き
た
い
。

待
寺　

真
司

 

（
無
所
属
）

問　

今
後
10
年
間
の
内
に
、

多
額
の
経
費
を
要
す
る
事
業

が
目
白
押
し
と
な
る
。
財
政

調
整
基
金
や
公
共
公
益
施
設

整
備
基
金
の
積
み
上
げ
目
標

値
を
持
っ
て
、
財
政
計
画
策

定
作
業
に
取
組
む
べ
き
だ
。

町
長　

公
共
施
設
に
関
す
る

総
合
管
理
計
画
に
則
っ
た
財

政
計
画
を
組
め
る
か
が
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
生
活
排
水

処
理
10
年
概
成
に
向
け
た
計

画
な
ど
が
定
ま
り
次
第
、
財

政
計
画
を
更
新
し
た
い
。

問　

事
故
繰
越
と
な
っ
て
い

た
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

が
完
了
し
た
が
、
総
括
は
。

町
長　

現
段
階
で
は
デ
メ
リ

ッ
ト
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
ど
う
し
て
も
聞
こ
え
な

い
方
へ
の
補
完
策
を
民
間
の

力
を
借
り
講
じ
て
い
く
。

問　

平
成
27
年
３
月
に
定
期

監
査
報
告
書
で
指
摘
を
受
け

た
、
職
員
給
与
過
払
い
事
案

へ
の
対
応
が
遅
い
が
。

副
町
長　

報
告
を
受
け
、
事

務
処
理
改
善
検
討
の
委
員
会

立
ち
上
げ
の
指
示
は
出
し
た

が
、
い
ま
だ
設
置
し
て
い
な

い
事
実
は
大
変
申
し
訳
な
い
。
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決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

町
長
質
問

問　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
の

認
識
と
対
応
は
。

答　

職
員
か
ら
相
談
等
の
報

告
は
な
い
。
研
修
は
行
っ
て

い
る
。

問　

非
核
平
和
推
進
事
業
に

対
す
る
考
え
方
は
。

答　

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て

答　

各
回
500
円
の
ア
ッ
プ
を

図
っ
た
の
で
、
妥
当
で
あ
る

と
思
う
。

問　

小
児
医
療
費
助
成
に
対

す
る
考
え
方
は
。

答　

27
年
度
に
所
得
制
限
を

外
し
た
。
経
過
を
見
守
り
た

い
。

問　

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
へ
の
一
般
会
計
繰
入
に
関

す
る
考
え
方
は
。

答　

一
般
会
計
の
税
収
を
繰

り
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

問　

職
員
給
与
の
過
支
給
に

関
す
る
対
応
は
。

答　

決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
、
二
度
と

起
こ
さ
な
い
体
制
作
り
を
進

め
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
経

緯
を
確
認
し
、
職
員
に
ミ
ス

が
あ
れ
ば
厳
正
な
処
罰
で
対

応
す
る
。審

査
結
果

　
「
平
成
26
年
度
葉
山
町
一

般
会
計　

歳
入
歳
出
決
算
」

は
賛
成
な
し
に
よ
り
認
定
し

な
い
こ
と
に
、「
平
成
26
年

度
葉
山
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計　

歳
入
歳
出
決
算
」、

「
平
成
26
年
度
葉
山
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計　

歳

入
歳
出
決
算
」「
平
成
26
年

度
葉
山
町
介
護
保
険
特
別
会

計　

歳
入
歳
出
決
算
」「
平

成
26
年
度
葉
山
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計　

歳
入
歳
出
決

算
」
は
賛
成
多
数
に
よ
り
認

定
す
る
こ
と
に
、
次
の
指
摘
、

要
望
、
及
び
意
見
を
付
し
、

そ
れ
ぞ
れ
決
し
ま
し
た
。

指　
　

摘

１　

災
害
対
策
基
本
法
第
42

条
に
定
め
る
通
り
、
毎
年
、

地
域
防
災
計
画
改
訂
に
係

る
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。

２　

役
場
の
障
害
者
雇
用
に

つ
い
て
は
、
福
祉
課
に
お

い
て
も
把
握
し
、
総
務
課

と
連
携
し
て
対
応
す
べ
き

で
あ
る
。

３　

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持

管
理
費
補
助
金
の
目
標
件

数
に
対
し
、
実
際
の
補
助

件
数
が
過
少
で
あ
る
こ
と

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
改

善
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

要　
　

望

１　

ご
み
戸
別
収
集
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
外
国
人

等
に
対
し
適
宜
対
応
で
き

る
体
制
を
整
備
さ
れ
た
い
。

２　

教
育
的
配
慮
か
ら
、
小

学
校
に
設
置
の
ソ
ー
ラ
ー

設
備
に
発
電
量
の
モ
ニ
タ

ー
の
追
加
設
置
を
検
討
さ

れ
た
い
。

意　
　

見

１　

個
人
事
業
主
か
ら
の
源

泉
徴
収
漏
れ
が
あ
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
支
出
に
当

た
っ
て
は
、
よ
り
慎
重
に

審
査
を
行
う
こ
と
。

２　

県
内
自
治
体
と
の
連
携

を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
。

３　

文
化
公
演
事
業
の
入
場

者
数
を
増
や
す
た
め
の
工

夫
を
行
う
こ
と
。

４　

法
律
相
談
に
つ
い
て
相

談
日
等
の
充
実
を
図
り
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
サ
ー

ビ
ス
と
す
る
こ
と
。

５　

公
共
施
設
の
計
画
的
な

修
繕
・
整
備
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
。

６　

保
育
園
・
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
修
繕
に

つ
い
て
、
故
障
の
原
因
、

機
種
選
定
の
適
否
等
に
つ

い
て
検
証
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
職
員
給
与
の
過
支

給
に
関
す
る
対
応
は
、
事
務

手
続
き
上
の
不
備
、
情
報
開

示
の
あ
り
方
に
関
し
多
く
の

指
摘
が
な
さ
れ
、
町
民
の
信

頼
を
失
い
か
ね
な
い
事
態
で

あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
、

原
因
究
明
及
び
再
発
防
止
に

向
け
た
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
構

築
に
向
け
た
取
組
み
を
早
急

に
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

特
に
付
記
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
伊
東
圭
介
委
員
長
の

も
と
、
山
田
由
美
副
委
員
長
、
窪
田
美
樹
、
畑
中
由
喜

子
、
石
岡
実
成
、
土
佐
洋
子
各
委
員
が
９
月
11
日
か
ら

５
日
間
、
関
係
部
課
長
等
の
出
席
を
求
め
、
説
明
及
び

提
出
資
料
に
よ
り
慎
重
審
査
を
行
い
、
最
終
日
に
は
町

長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の
出
席
を
求
め
、
質
問
し
ま

し
た
。

の
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し

た
。
映
画
「
日
本
と
原
発
」

の
上
映
を
後
援
し
た
。

問　

海
水
浴
場
開
設
事
業
実

施
に
よ
る
経
済
効
果
の
検
証

は
。

答　

経
済
効
果
の
み
の
検
証

は
行
っ
て
い
な
い
。

問　

海
水
浴
場
の
ル
ー
ル
強

化
の
た
め
の
条
例
改
正
に
関

す
る
考
え
方
は
。

答　

現
行
の
条
例
で
機
能
し

た
と
思
う
。

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

助
成
制
度
の
今
後
の
方
針
は
。

答　

内
容
の
精
査
が
、
今
後

大
切
に
な
る
。
利
用
業
者
に

偏
り
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

改
善
を
図
り
た
い
。

問　

妊
産
婦
健
診
助
成
の
さ

ら
な
る
充
実
は
。

審査のようす審査のようす

審査のようす審査のようす
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本会議における平成26年度の決算審議結果
畑中由喜子、土佐洋子、窪田美樹、待寺真司の各議員が討論を行いました。

主な討論内容

各会計別決算審議の結果

◎一般会計 賛成なしにより 不認定

認　定

国民健康保険特別会計
・ 一般会計からの繰り入れは公平性の観点
から妥当 （土佐）

介護保険特別会計
・単年度収支に改善が見られる （待寺）

下水道事業特別会計
・事業に進捗が見られる （待寺）

一般会計
・職員給与過払いの処理が問題

（畑中、土佐、窪田、待寺）
・ 消防共同化は広域化につながる心配があ
る （畑中、窪田）

・地域手当の削減の問題が未解決 （土佐）
・小中学校の清掃計画が不十分 （窪田）

・ ごみの分別不良や不法投棄等の課題解決
が必要 （窪田）

・ 海水浴場開設事業の評価を行うべき
 （畑中）

国民健康保険特別会計
・ 基金からの繰り入れは根本的解決ではな
い （窪田）

・保険料の抑制に努めるべき （畑中）

後期高齢者医療特別会計
・制度そのものに反対 （畑中、窪田）

介護保険特別会計
・ 国の財源補助が少なく受給者の負担が大
きい （窪田）

下水道事業特別会計
・ 接続率が低く、将来展望が示されていな
い （畑中、窪田）

・ 町長マニフェストとの整合性がない
 （窪田）

◎国民健康保険特別会計 賛成多数により
◎後期高齢者医療特別会計 賛成多数により
◎介護保険特別会計 賛成多数により
◎下水道事業特別会計 賛成多数により

賛成

反対
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こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
10
月
８
日
ま
で
の
35
日
間
開
催
し
ま

し
た
。
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
な
ど
32
件
を
審
議
し
、
一
般
質
問
は
11
人

が
行
い
ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
葉
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
概
要

●

町
民
税　

現
年
課
税
分
及

び
滞
納
繰
越
分

 

（
△
１
億
２
１
９
３
万
円
）

●

地
方
交
付
税

 

（
１
億
７
５
０
３
万
円
）

●

総
務
費
国
庫
補
助
金

 

（
１
２
６
６
万
円
）

●

繰
越
金

 

（
３
億
２
７
１
２
万
円
）

歳
出
概
要

●

総
務
費

・ 

神
奈
川
県
町
村
情
報
シ
ス

テ
ム
共
同
事
業

 

（
789
万
円
）

・ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事

業 

（
１
４
８
５
万
円
）

●

衛
生
費

・ 

健
康
増
進
施
設
利
用
助
成

業
務
委
託
金 

（
54
万
円
）

・ 
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
檻
箱
の

調
達
経
費 

（
10
万
円
）

主
な
質
疑

問　

町
税
が
１
億
２
１
０
０

万
円
以
上
減
額
に
な
っ
て
い

る
理
由
は
。

答　

株
譲
渡
や
土
地
譲
渡
に

よ
る
税
収
額
が
当
初
の
見
込

み
を
大
き
く
下
回
っ
た
。

問　

番
号
制
度
導
入
の
た
め

の
業
務
委
託
や
シ
ス
テ
ム
改

修
で
約
630
万
円
支
出
し
て
い

る
が
、
国
庫
補
助
対
象
に
な

ら
な
い
の
か
。

答　

交
付
税
の
交
付
金
対
象

に
な
る
。

問　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
と
い
う
の
は
、

中
間
サ
ー
バ
ー
と
い
う
こ
と

か
。
場
所
は
ど
こ
か
。

答　

事
務
処
理
を
行
う
団
体

は
東
京
に
あ
る
が
、
情
報
を

集
約
し
て
い
る
「
地
方
自
治

情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
場
所
は
、

テ
ロ
対
策
の
た
め
公
表
さ
れ

て
い
な
い
。

問　

番
号
制
度
で
の
な
り
す

ま
し
の
対
策
は
。

答　

写
真
で
個
人
の
確
認
を

す
る
。

問　

捕
獲
用
に
く
く
り
罠
を

使
っ
て
い
る
の
は
惨
忍
過
ぎ

で
国
際
的
に
恥
ず
か
し
い
。法

主
な
質
疑

問　

財
政
調
整
基
金
や
公
共

公
益
施
設
整
備
積
立
金
は
、

町
の
予
定
し
て
い
た
額
に
達

し
て
い
る
か
。

答　

予
想
は
立
て
て
い
な
い

が
、
余
剰
金
が
出
て
か
ら
考

え
て
い
る
。

問　

町
長
と
し
て
の
評
価
は
。

答　

目
標
通
り
の
額
と
考
え

て
い
る
。

■
平
成
27
年
度
葉
山
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

的
に
は
許
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

違
法
性
の
認
識
は
な
い
。

害
獣
対
策
は
勉
強
中
。

■
平
成
27
年
度
葉
山
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

歳
入
概
要

●

繰
越
金

 

（
１
億
２
６
８
２
万
円
）

歳
出
概
要

● 

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営

基
金
積
立
金

 

（
８
５
０
０
万
円
）

歳
入
概
要

●

繰
越
金（
４
７
７
７
万
円
）

■
平
成
27
年
度
葉
山
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
概
要

●

繰
越
金 

（
１
億
247
万
円
）

歳
出
概
要

●

給
付
費
支
払
基
金
積
立
金

 

（
５
２
０
０
万
円
）

■
平
成
27
年
度
葉
山
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
概
要

●

一
般
会
計
繰
入
金

 

（
△
２
５
０
０
万
円
）

歳
出
概
要

●

繰
越
金（
３
４
５
８
万
円
）

■
葉
山
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
25
年
法
律
第
27

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
同
法

の
規
定
に
基
づ
き
交
付
さ
れ

る
通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
わ

る
手
数
料
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
。

歳入歳出予算の総額 （単位：千円）

会　　計　　名 補正前の予算額 補正予算額 補正後の予算額

一　般　会　計 9,339,290 374,411 9,713,701

特
別
会
計

国民健康保険 4,281,072 127,327 4,408,399

後期高齢者医療 856,071 47,774 903,845

介護保険 2,693,681 112,299 2,805,980

下水道事業 1,454,940 9,581 1,464,521

小　　　計 9,285,764 296,981 9,582,745

合　　　　計 18,625,054 671,392 19,296,446

イノシシ捕獲用檻イノシシ捕獲用檻
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主
な
質
疑

問　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再

交
付
料
金
は
。

答　

総
務
省
か
ら
の
文
書
で

は
、
通
知
カ
ー
ド
は
500
円
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
800
円
と

な
っ
て
い
る
。

問　

窓
口
対
応
が
大
変
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
。

答　

ア
ル
バ
イ
ト
賃
金
が
補

正
予
算
で
認
め
ら
れ
た
。
10

月
以
降
１
人
の
正
規
職
員
の

増
員
も
予
定
し
て
い
る
。

問　

住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
人
は
。

答　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

の
際
に
返
上
し
て
も
ら
う
。

反
対
討
論
（
窪
田
、
畑
中
）

　

ア
メ
リ
カ
で
は
他
人
の
番

号
を
悪
用
し
た
、
な
り
す
ま

し
事
件
が
毎
年
900
万
件
起
こ

っ
て
い
る
。

　

個
人
の
行
動
が
逐
一
記
録

さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
国
家
に
よ
る
国
民
の

監
視
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

そ
の
も
の
に
危
惧
が
あ
り
、

一
度
、
運
用
が
始
ま
っ
て
し

ま
え
ば
、
法
改
正
に
よ
っ
て

適
用
範
囲
が
と
め
ど
な
く
広

が
っ
て
い
く
懸
念
が
あ
る
。

■
葉
山
町
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
制
定
に
伴
い
、
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
。

主
な
質
疑

問　

地
域
の
特
性
に
応
じ
た

施
策
と
は
。

答　

条
例
の
中
に
町
独
自
の

利
用
部
分
が
あ
る
。

反
対
討
論
（
窪
田
、
畑
中
）

　

現
段
階
で
は
任
意
だ
が
、

高
齢
者
や
障
害
者
に
は
不
便

さ
の
方
が
勝
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
が
大

き
な
課
題
に
な
る
。

賛
成
討
論
（
鈴
木
、
待
寺
）

　

よ
り
公
平
・
公
正
な
社
会

を
実
現
す
る
基
盤
に
な
る
。

　

本
条
例
を
制
定
し
て
お
か

な
い
と
平
成
28
年
１
月
か
ら

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の
事

務
が
執
行
で
き
な
い
。

■
横
須
賀
市
・
三
浦
市
・
葉

山
町
消
防
通
信
指
令
事
務
協

議
会
規
約
の
変
更
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

　

三
浦
市
の
行
政
区
域
内
に

係
わ
る
消
防
に
関
す
る
事
務

の
管
理
及
び
執
行
が
横
須
賀

市
に
委
託
さ
れ
た
た
め
。

主
な
質
疑

問　

規
約
が
変
わ
る
だ
け
で
、

体
制
に
変
化
は
な
い
か
。

答　

変
化
は
な
い
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

　

秋
山
満み

つ

江え

氏
を
選
任

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

　

小
松
原
榮さ

か
え

氏
を
選
任

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

遠
藤
麻ま

衣い

子こ

氏
を
選
任

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い

て（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の

額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
） 　

27
年
５
月
18
日
及
び
６
月

23
日
に
長
柄
地
区
で
発
生
し

た
、物
損
事
故
２
件
に
関
す
る

和
解
と
損
害
賠
償
額
の
決
定
。

■
飲
酒
運
転
等
撲
滅
に
関
す

る
決
議

　

葉
山
町
で
は
、
533
日
間

「
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
事

故
ゼ
ロ
」
が
続
い
て
い
た
。

し
か
し
、
５
月
24
日
に
飲
酒

に
関
わ
る
死
亡
事
故
が
、
ま

た
、
８
月
23
日
に
は
、
ひ
き

逃
げ
に
よ
り
３
人
が
死
傷
す

る
痛
ま
し
く
悲
惨
な
事
故
が

発
生
し
た
。

交通安全キャンペーン交通安全キャンペーン

　

二
度
と
同
じ
よ
う
な
悲
劇

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
、
飲
酒

運
転
等
の
取
締
り
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
・
啓
発
等
を

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
の

う
え
、
取
組
む
こ
と
を
強
く

決
意
し
た
。

■
職
員
給
与
の
過
支
給
に
係

る
検
査
に
関
す
る
決
議

　

平
成
26
年
度
決
算
審
査
に

お
い
て
職
員
給
与
の
過
支
給

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
議
会

と
し
て
真
実
を
究
明
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
98
条
１

項
に
基
づ
く
検
査
を
行
う
。

反
対
討
論
（
石
岡
）

　

ま
ず
は
、町
長
か
ら
の
調

査
報
告
を
待
つ
こ
と
が
先
決

だ
。

賛
成
討
論
（
横
山
、
待
寺
）

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
と

し
て
説
明
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。
議
会
の
権
能
を
行
使

す
る
べ
き
。

■
職
員
給
与
の
過
支
給
に
係

る
監
査
請
求
に
関
す
る
決
議

　

平
成
26
年
度
決
算
審
査
に

お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
職

員
給
与
の
過
支
給
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
真
実
を
究
明
す

る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
98

条
２
項
に
基
づ
き
、
監
査
委

員
に
対
し
監
査
を
求
め
、
そ

の
結
果
の
報
告
を
請
求
す
る
。

■
特
別
交
付
税
の
減
額
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

　

地
域
の
実
態
を
反
映
せ
ず
、

近
隣
自
治
体
と
の
均
衡
も
考

慮
し
て
い
な
い
地
域
手
当
の

級
地
区
分
・
支
給
率
に
基
づ

い
て
超
過
支
給
団
体
と
し
た
、

葉
山
町
の
特
別
交
付
税
の
減

額
は
到
底
容
認
で
き
な
い
と

し
、
国
に
対
し
減
額
見
直
し

を
提
案
す
る
も
の
。

提
案
議
員
に
対
す
る
質
疑

問　

選
挙
前
に
、
こ
の
理
不

尽
さ
を
熟
知
し
た
う
え
で
、

選
挙
公
約
に
地
域
手
当
の
是

正
を
訴
え
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。

答　

あ
る
程
度
勉
強
は
し
て

い
た
が
、
今
回
改
め
て
わ
か

っ
た
内
容
も
あ
る
。

反
対
討
論
（
石
岡
、
土
佐
）

　

意
見
書
作
成
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
疑
問
が
残
っ
た
。

　

国
に
対
し
、
短
期
間
に
同

じ
よ
う
な
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
は
問
題
。

賛
成
討
論
（
横
山
、
山
田
、

窪
田
、
畑
中
、
笠
原
）

　

議
員
と
し
て
内
容
は
正
当

な
も
の
。

　

町
民
の
不
利
益
を
解
消
す

る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
を

と
る
べ
き
。 
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総
務
建
設

葉
山
町
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）
の

制
定
に
伴
い
、
個
人
番
号
の

利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
し
、
以
下
３
点
の

事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
、
新
た
に
条
例
を
制

定
す
る
た
め
提
案
さ
れ
ま
し

だ
」
と
の
意
見
で
ま
と
ま
り
、

全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
お
け
る
障
害

者
・
透
析
者
を
含
む
移
動
困

難
者
に
対
す
る「
通
院
支
援
」

に
つ
い
て
の
陳
情

　

透
析
施
設
経
営
側
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
継
続
の
難
し
さ
、

家
族
に
よ
る
送
迎
は
配
偶
者

の
老
齢
化
で
困
難
に
な
っ
て

い
る
な
ど
、
移
動
困
難
者
に

は
不
安
材
料
が
尽
き
な
い
た

め
、
平
成
28
年
度
予
算
策
定

に
際
し
、
障
害
児
者
・
透
析

者
を
含
む
移
動
困
難
者
の
現

状
に
見
合
っ
た
通
院
支
援
を

実
施
す
る
よ
う
、
予
算
措
置

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
「
担
当
課
か
ら
、
当
町
の

障
害
者
に
対
す
る
移
動
支
援

で
あ
る
自
動
車
燃
料
費
の
助

成
や
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
は
、

こ
れ
ま
で
制
度
の
改
善
を
図

っ
て
き
た
と
の
説
明
が
あ
り
、

町
の
取
組
み
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
さ
ら
に
利
用
し
や

す
い
制
度
と
な
る
よ
う
、
引

き
続
き
検
討
す
る
こ
と
を
求

め
る
」
と
の
総
意
に
よ
り
、

全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

＊ 

平
成
27
年
度
消
防
力
の
整

備
指
針

＊
消
防
職
員
増
員
計
画

＊ 

消
防
司
令
共
同
化
の
現
場

視
察
（
横
須
賀
市
）

＊
ま
ち
づ
く
り
条
例

 

委
員
長　

横
山
す
み
子

教
育
民
生

平
成
28
年
度
に
お
け
る
「
重

度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

継
続
」
に
つ
い
て
の
陳
情

　

透
析
者
は
年
金
収
入
に
頼

っ
て
生
活
す
る
者
が
多
く
、

高
額
療
養
費
特
例
３
特
定
疾

病
療
養
受
療
者
と
し
て
負
担

軽
減
は
あ
る
が
、
65
歳
以
上

で
透
析
を
導
入
し
た
場
合
の

助
成
が
な
く
な
れ
ば
生
活
は

大
変
厳
し
く
な
る
た
め
、
障

害
児
者
・
透
析
者
の
負
担
が

少
な
く
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
平
成
28
年
度
の
予
算

策
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
「
透
析
患
者
は
医
療
費
の

負
担
軽
減
が
あ
る
も
の
の
、

月
13
回
の
通
院
費
な
ど
の
負

担
が
重
い
こ
と
は
十
分
理
解

で
き
る
の
で
、
町
の
施
策
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
べ
き

特
殊
勤
務
手
当
額
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

担
当
課
か
ら
「
特
殊
勤
務

手
当
は
、
平
成
23
年
度
以
降

に
見
直
し
、
現
在
の
５
項
目

に
削
減
し
た
。
昨
年
度
は
、

防
疫
作
業
、
行
旅
死
亡
人
及

び
変
死
人
の
処
置
作
業
、
災

害
現
場
作
業
の
３
つ
は
実
績

が
な
く
、
死
畜
処
理
作
業
は

211
件
、
救
急
救
命
処
置
は
55

件
、
救
急
救
命
士
以
外
は
59

件
の
実
績
が
あ
っ
た
。
現
在
、

町
と
職
員
労
働
組
合
が
行
っ

て
い
る
給
与
の
総
合
的
な
見

直
し
に
は
、
当
該
手
当
は
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
」
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
今
後
も
職

員
労
働
組
合
と
当
該
手
当
に

つ
い
て
も
協
議
を
行
う
必
要

は
あ
る
が
、
現
段
階
で
本
陳

情
を
採
択
し
、
町
に
対
し
、

当
該
手
当
の
引
き
下
げ
を
求

め
る
ま
で
に
至
ら
な
い
」
と

の
意
見
で
ま
と
ま
り
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
な
し
で
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

所
管
調
査
事
項

＊
公
共
施
設
白
書

一
方
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
は

諸
外
国
で
も
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
当
町
も
万
全
を
期
す

べ
き
だ
が
、
制
度
の
開
始
は

決
定
さ
れ
て
お
り
、
本
条
例

を
制
定
し
な
け
れ
ば
適
切
な

事
務
執
行
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
賛
成
す
る
」
と
の
意
見

が
大
半
を
占
め
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

な
お
委
員
の
総
意
と
し
て
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
・
情
報

漏
え
い
対
策
に
つ
い
て
、
所

管
事
務
調
査
と
し
て
継
続
し

て
取
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

当
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

の
引
下
げ
を
求
め
る
陳
情

　

財
源
が
な
い
と
の
理
由
に

よ
る
近
隣
自
治
体
と
の
文

化
・
教
養
・
健
康
面
の
較
差

改
善
の
た
め
、
当
町
職
員
の

た
。

⑴　

町
長
又
は
教
育
委
員
会

が
行
う
事
務
で
、
個
人
番

号
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の

⑵　

町
長
又
は
教
育
委
員
会

が
保
有
す
る
特
定
個
人
情

報
で
自
ら
が
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の

⑶　

町
長
が
保
有
す
る
特
定

個
人
情
報
で
教
育
委
員
会

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行

日
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の

う
ち
個
人
番
号
の
利
用
に
係

る
規
定
の
施
行
の
日
で
あ
る

平
成
28
年
１
月
１
日
と
し
て

い
ま
す
。

　

審
査
は
事
前
に
提
出
さ
れ

た
論
点
に
そ
っ
て
行
い
ま
し

た
。

　
「
制
度
上
必
要
の
あ
る
条

例
で
あ
る
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
今
後
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
展
開
が
不
明
で
あ
り
、

情
報
漏
え
い
対
策
へ
の
不
安

等
、
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で
、

現
段
階
で
は
賛
成
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
の
意
見
の

委員長の提出原稿を基に編集しています

レポート
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広
報
は
や
ま
へ
の
糖
尿
病
に

関
す
る
記
事
の
掲
載
な
ど
、

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
、
陳
情
の
願

意
は
達
成
さ
れ
て
い
る
と
判

断
す
る
」
と
し
て
趣
旨
了
承

と
の
意
見
と
「
生
活
習
慣
病

予
防
に
向
け
一
層
の
啓
発
活

動
を
行
う
た
め
、
採
択
し
、

町
に
啓
発
活
動
に
係
る
経
費

を
来
年
度
予
算
に
計
上
す
べ

き
と
求
め
る
」
と
の
意
見
に

分
か
れ
、
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
に
よ
り
採
択
と
し
ま

し
た
。

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の

「
年
齢
制
限
」
撤
廃
を
求
め

る
陳
情

　

平
成
21
年
に
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
の
改
正
に
よ
り

設
け
ら
れ
た
「
葉
山
町
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
規
則
」

年
齢
制
限
の
撤
廃
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　
「
制
度
改
正
当
初
は
２
自

治
体
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は

県
内
20
自
治
体
で
年
齢
制
限

を
実
施
ま
た
は
実
施
予
定
で

あ
る
。
県
内
の
対
応
状
況
や

当
町
の
財
政
状
況
等
も
考
慮

す
れ
ば
、
本
陳
情
に
は
賛
同

し
か
ね
る
」「
陳
情
内
容
に

同
意
で
き
な
い
事
項
が
多
数

あ
り
、
議
会
と
し
て
本
陳
情

の
内
容
全
て
に
は
賛
成
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て

不
採
択
す
べ
き
と
の
意
見
が

大
勢
を
占
め
、
全
会
一
致
で

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

障
害
者
『
自
動
車
燃
料
費
助

成
』
の
復
元
を
求
め
る
陳
情

　

重
度
身
体
障
害
者
自
動
車

燃
料
費
助
成
要
綱
を
改
め
、

ひ
と
月
当
た
り
20
㍑
か
ら
10

㍑
に
半
減
さ
れ
た
自
動
車
燃

料
費
助
成
に
つ
い
て
、
復
元

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
「
自
動
車
燃
料
費
助
成
事

業
の
見
直
し
に
際
し
て
は
、

障
害
者
タ
ク
シ
ー
券
交
付
事

業
の
交
付
枚
数
等
に
つ
い
て

も
併
せ
て
検
討
す
べ
き
で
あ

り
、
本
陳
情
の
求
め
る
自
動

車
燃
料
費
助
成
事
業
の
助
成

限
度
量
だ
け
の
復
元
に
は
賛

同
し
か
ね
る
」
と
の
意
見
で

ま
と
ま
り
、
全
会
一
致
で
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
６
月
開
始
の
戸
別

収
集
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

資
源
回
収
に
伴
う
事
業
の
実

施
結
果
と
事
業
効
果
に
つ
い

て
町
議
会
と
し
て
分
析
検
討

す
る
と
と
も
に
そ
の
結
果
を

町
民
に
説
明
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情
書

　

他
自
治
体
に
比
べ
圧
倒
的

に
高
い
ご
み
処
理
費
の
削
減

は
町
政
最
大
の
課
題
で
あ
る
。

ご
み
処
理
費
の
削
減
に
向
け
、

集
団
資
源
回
収
、
戸
別
収
集

化
に
伴
う
収
集
経
費
の
増
減

等
、
経
費
の
徹
底
的
な
分
析

が
必
要
で
あ
り
、
当
町
の
ご

み
処
理
費
の
あ
り
方
を
議
論

す
る
た
め
、

１　

事
業
の
実
施
前
と
実
施

後
の
ご
み
量
・
資
源
量
、
経

費
、
人
員
に
つ
い
て
分
析
検

討
す
る
こ
と

２　

そ
の
結
果
を
町
民
に
情

報
公
開
し
、
説
明
す
る
こ
と

　

以
上
２
点
の
実
施
を
、
議

会
に
求
め
る
も
の
で
す
。

　
「
ご
み
戸
別
収
集
・
集
団

資
源
回
収
の
事
業
効
果
に
関

し
て
は
、
当
然
、
議
会
と
し

て
調
査
・
分
析
し
、
町
民
に

情
報
公
開
す
る
べ
き
で
あ

る
」
と
の
意
見
や
「
ご
み
処

理
に
関
し
て
は
環
境
保
全
等

に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
、
ご
み
処
理
経
費
を

節
減
す
る
こ
と
を
最
大
の
課

題
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
は

疑
問
が
あ
る
。
事
業
効
果
の

分
析
検
討
及
び
情
報
公
開
の

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い

る
が
、
本
陳
情
の
内
容
全
て

に
は
賛
同
し
か
ね
る
」
と
の

意
見
に
分
か
れ
、
協
議
の
結

果
、
全
会
一
致
で
趣
旨
了
承

と
し
ま
し
た
。

葉
山
町
の
ご
み
処
理
の
将
来

計
画
策
定
の
た
め
専
門
家
や

町
民
が
参
加
し
た
審
議
会
ま

た
は
調
査
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
検
討
す
る
よ
う
山
梨

町
長
に
要
請
し
て
く
だ
さ
い

　

27
年
８
月
27
日
付
け
で
町

長
あ
て
に
、
ご
み
処
理
の
基

本
的
方
向
を
定
め
る
第
三
者

機
関
と
し
て
審
議
会
又
は
調

査
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

ご
み
処
理
行
政
の
方
向
を
確

立
す
る
よ
う
陳
情
書
を
提
出

し
た
の
で
、
議
会
か
ら
も
町

に
対
し
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
「
平
成
28
年
度
に
は
な
る

が
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
改

訂
に
際
し
、
有
識
者
の
意
見

を
聴
く
機
会
を
設
け
た
い
と

の
説
明
が
担
当
課
か
ら
あ
り
、

陳
情
の
願
意
は
達
成
さ
れ
て

い
る
も
の
と
判
断
す
る
」
と

の
意
見
で
ま
と
ま
り
、
全
会

一
致
で
趣
旨
了
承
と
し
ま
し

た
。

所
管
調
査
事
項

＊
学
校
給
食
に
つ
い
て

 

委
員
長　

待
寺　

真
司

委員会 
平
成
28
年
度
に
お
け
る
「
慢

性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
及
び

生
活
習
慣
病
対
策
」
に
つ
い

て
の
陳
情

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
は
、
透
析
で

苦
し
む
人
を
一
人
で
も
少
な

く
す
る
た
め
に
重
要
な
取
組

み
で
あ
り
、
医
療
費
の
削
減

に
も
つ
な
が
る
の
で
、
平
成

28
年
度
予
算
策
定
に
際
し
、

よ
り
一
層
の
啓
発
活
動
を
広

域
に
展
開
す
る
予
算
措
置
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　
「
担
当
課
か
ら
、
特
定
健

康
診
査
の
通
知
に
生
活
習
慣

病
に
関
す
る
説
明
の
掲
載
、
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議
会
広
報

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
う
会

　
『
葉
山
町
立
中
学
校
給
食

推
進
委
員
会
』
の
進
捗
状
況

の
説
明
を
受
け
、
町
民
の
皆

さ
ま
へ
現
状
報
告
と
ご
意
見

を
伺
う
場
を
設
け
る
事
を
決

定
し
ま
し
た
。

小
委
員
会
「
葉
山
町
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
会
」

　

３
常
任
委
員
会
委
員
長
を

除
き
、
編
集
作
業
の
た
め
の

小
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

 

委
員
長　

窪
田
美
樹

町
村
議
会
広
報

研
修
会
に
参
加
し
て

　

７
月
８
日
、
東
京
都
全
国

町
村
議
員
会
館
に
て
開
催
さ

れ
、
事
前
に
議
会
だ
よ
り
120

号
を
送
付
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。

　

講
師
で
あ
る
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
長
岡
光

弘
氏
か
ら
は
、
色
使
い
、
紙

面
構
成
・
配
置
、
表
現
方
法

等
細
部
に
わ
た
り
評
価
、
指

摘
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
は
、
今

後
の
紙
面
作
り
に
し
っ
か
り

と
反
映
さ
せ
、
よ
り
わ
か
り

や
す
く
、
よ
り
見
や
す
い

「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に

取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
会
運
営

陳
情
審
査

陳
情　

議
員
提
案
条
例
改
正

の
町
長
と
の
取
引
に
つ
い
て

事
実
解
明
を
求
め
る

　

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会

の
金
崎
ひ
さ
議
員
の
一
般
質

問
で
、
自
身
が
所
属
す
る
会

派
の
町
政
報
告
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
に
つ
い
て
「
守
屋
亘

弘
元
町
議
が
町
長
か
ら
条
例

提
案
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と

を
横
山
す
み
子
議
員
に
話
し

た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
証
人

も
い
る
」
と
述
べ
た
こ
と
に

関
し
、
議
会
と
し
て
事
実
関

係
を
調
査
し
町
民

に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
求
め
て
い

る
も
の
で
す
。

　
「
一
般
質
問
の

答
弁
で
、
町
長
は

守
屋
亘
弘
元
町
議

に
条
例
提
案
を
依

頼
し
た
こ
と
も
、

取
下
げ
を
依
頼
し

た
こ
と
も
全
く
な

い
と
明
確
に
否
定

し
て
い
る
。
当
事

者
間
の
認
識
は
平

行
線
の
ま
ま
で
あ

る
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
仮
に
調
査
し

て
も
議
会
と
し
て

結
論
を
得
ら
れ
な

い
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
本
陳
情
に
賛
成
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
意

見
で
ま
と
ま
り
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
な
し
に
よ
り
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

議
会
改
革

● 

寒
川
町
議
会
へ
「
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
活
用
に
よ
る

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
」
視
察

研
修

● 

改
革
項
目
の
今
後
の
取
組

み
を
検
討

● 

「
陳
情
の
取
扱
い
」
の
見

直
し
を
決
定
、
施
行
日
を

７
月
22
日
と
す
る

● 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討
組
織
と
し

て
「
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進

チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、

７
人
の
委
員
構
成
と
す
る

 

委
員
長　

畑
中
由
喜
子

全
員
協
議
会

議
長
招
集
に
よ
る
会
議

●

６
月
24
日
に
町
長
召
集
の

議
員
懇
談
会
で
「
葉
山
町
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、

質
疑
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
、
６
月
29
日
に
議
長
召

集
の
全
員
協
議
会
を
開
催
し

た
も
の
で
す
。

　

主
な
質
疑
は
、
葉
山
町
の

面
積
の
問
題
、
計
画
期
間
の

問
題
、
前
計
画
の
総
括
に
つ

い
て
、
自
然
環
境
保
全
と
防

災
対
策
に
つ
い
て
、
総
合
計

画
審
議
会
と
の
関
係
に
つ
い

て
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
議
会
と
し
て
意
見

を
出
す
こ
と
と
な
り
、
各
会

派
、
個
人
が
出
し
た
意
見
を
、

提
出
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
提
出
し
た
意
見
と

町
か
ら
の
回
答
は
、
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

●

９
月
30
日
、
全
員
協
議
会

を
開
催
し
、
次
の
２
項
目
に

つ
い
て
、
町
側
か
ら
の
説
明

後
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し

た
。

　

⑴ 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

の
ご
み
の
直
接
搬
入
に

係
る
対
応
に
つ
い
て

　

⑵ 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い

て

議
長　

近
藤
昇
一

特
別
委
員
会

職
員
給
与
の
過
支
給
に
関
す
る
検
査

　

決
算
審
査
に
お
い
て
明
ら

か
と
な
っ
た
職
員
給
与
の
過

支
給
に
つ
い
て
、
議
会
と
し

て
真
実
を
究
明
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
第
98
条
第
１
項

に
基
づ
く
「
検
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

伊
東
圭
介
委
員
長
の
も
と
、

横
山
す
み
子
副
委
員
長
、
飯

山
直
樹
、
細
川
慎
一
、
窪
田

美
樹
、
畑
中
由
喜
子
、
石
岡

実
成
各
委
員
の
構
成
で
行
い

ま
す
。

寒川町視察のようす寒川町視察のようす
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職員給与の過支給に係る検査に関する決議
　地方自治法第98条第1項の規定により、次の事項について事務の検査を行うものとする。
１　検査項目　　
　 　平成26年度葉山町一般会計歳入歳出決算の審査において明らかとなった職員給与の過支給に係る検
査に関する事項
２　検査方法
　（１）　関係書類及び報告書の提出を求める。
　（２） 　本検査は、地方自治法第109条及び葉山町議会委員会条例
　　 　第５条の規定により、委員７人で構成する「職員給与の過支給に関する検査特別委員会」を設置
し、これに付託して行う。

３　検査権限
　 　本議会は、１に掲げる事項の検査を行うため、地方自治法第98条第１項の権限を「職員給与の過支給
に関する検査特別委員会」に委任する。
４　検査期限
　 　職員給与の過支給に関する検査特別委員会は、１に掲げる検査が終了するまで閉会中もなお検査を
行うことができる。

職員給与の過支給に係る監査請求に関する決議
　地方自治法第98条第２項の規定により、次のとおり監査委員に対し監査を求め、その結果の報告を請
求するものとする。
１　監査を求める事項　　
　 　平成26年度葉山町一般会計歳入歳出決算の審査において明らかとなった４件の職員給与の過支給に
係る次の事項
　（１） それぞれの事案の発生から返還に至る経緯
　（２） 事務処理の適法性（消滅時効を含む）
　（３） 事案発覚後の町の対応
２　監査結果の報告期限
　　平成27年12月７日まで

決 議 し ま し た

　

８
月
21
日
、
中
学
生
議
会

が
開
催
さ
れ
、
９
人
の
中
学

生
議
員
が
山
梨
町
長
に
対
し
、

本
職
の
議
員
顔
負
け
の
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
議
会
の
様
子
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

９
月
２
日
、
青
森
中
央
学
院

大
学
経
営
法
学
部　

佐
藤
敦

あ
つ
し

准
教
授
を
招
き
「
対
話
が
創
る

地
方
創
生
」
〜
議
会
報
告
会
と

議
員
間
討
議
で
対
話
の
実
践
を

〜
の
演
題
で
講
演
を
受
け
、
参

加
者
が
気
軽
に
話
せ
る
雰
囲
気

づ
く
り
な
ど
を
学
び
、
今
後
の

実
践
に
役
立
て
ら
れ
る
も
の
で

し
た
。

議

員

研

修

会

中

学

生

議

会
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　交通事故のない安全で安心して暮らせる社会の実現は、すべての人の切実な願いであるとと
もに、永年の課題でもある。
　しかしながら、交通事故は関係機関・団体の努力や飲酒運転の厳罰化等を背景に全国的には
減少傾向にあるものの、依然として悪質な飲酒運転による人身事故は後を絶たず、多くの方が
交通事故の犠牲者となり、悲しみや苦しみを抱えながらの生活を余儀なくされている。
　本町においても533日間「交通事故による死亡事故ゼロ」が続いていたが、本年５月24日に飲
酒が関わる死亡事故が発生した。また、８月23日にも３人を死傷させ、ひき逃げするという痛
ましく悲惨な事故が起きた。
　このような悲劇を二度と繰り返さないためには、私たち一人ひとりが飲酒運転等による交通
事故の悲惨さを深く認識し、運転者の交通安全意識の向上はもとより、家庭や職場、さらには
地域が一体となって、飲酒運転等の取締り、交通安全思想の普及・啓発等を強化することが重
要である。
　よって、本町議会は、町及び関係機関・団体と連携のうえ、町民の交通安全意識高揚のため
の対策、飲酒運転等の悪質・危険運転の根絶対策等を推進し、交通事故のない安全で安心して
暮らせる地域社会の実現に向けて全力を挙げて取り組むことを強く決意するものである。
　以上、決議する。
平成27年９月４日 葉　山　町　議　会

飲酒運転等撲滅に関する決議

決 議 し ま し た

なお継続して審査します
◎陳情　葉山議会議員報酬の改定を求める   （議会運営委員会）

◎当町職員の特殊勤務手当の引下げを求める陳情   不採択

◎マイナンバー制度実施の中止または延期を求める国への意見書提出を求める陳情   不採択

◎外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採択を求める陳情   机上配付

◎平成28年度における「重度障害者医療費助成制度継続」についての陳情   採　択

◎平成28年度における障害者・透析者を含む移動困難者に対する「通院支援」に
ついての陳情   採　択

◎平成28年度における「慢性腎臓病（ＣＫＤ）及び生活習慣病対策」についての陳情   採　択

◎陳情　議員提案条例改正の町長との取引について事実解明を求める   不採択

◎障害者医療費助成制度の「年齢制限」撤廃を求める陳情   不採択

◎障害者「自動車燃料費助成」の復元を求める陳情   不採択

◎平成26年６月開始の戸別収集とステーションでの資源回収に伴う事業の実施結果と
事業効果について町議会として分析検討するとともにその結果を町民に説明すること
を求める陳情書   趣旨了承

◎葉山町のごみ処理の将来計画策定のため専門家や町民が参加した審議会または調査
検討委員会を設置して検討するよう山梨町長に要請してください   趣旨了承

みなさんからの陳情のゆくえ
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マイナンバー制度の安全性の確保と慎重な運営を求める意見書
　マイナンバー制度は、平成25年５月に「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律」が成立したことにより、平成27年10月から個人番号・法人番号が通知され、平成28年１月から順
次、各行政機関において利用開始となる予定である。　
　この制度の目的は、住民票を有する全ての国民に12桁の番号を付与し、それぞれの個人情報をこれに帰属
させることで個人情報管理の効率化を図るものである。しかし、行政機関による違法な監視、公務員による
目的外利用、なりすまし等による情報漏えい、国が国民の資産を把握できることで預金封鎖が容易になるこ
となど、制度及び危機管理に対する不安と懸念、情報を利用する者に対する不信の声がある。
　また、情報連携の根幹を担う地方のシステム整備が必須であり、地方公共団体に新たな負担が生じること
も懸念されている。
　よって、国においては、マイナンバー制度の安全性の確保と運営について慎重に進めるよう、次の事項に
ついて強く要望する。
１ 　国民への更なる周知を図り、マイナンバー制度に対する国民の不安・懸念・不信を払拭すること。
２ 　第三者機関による監視・監督の徹底やシステム上の安全措置など、プライバシーの保護に万全の対策を
講じること。　
３ 　マイナンバー制度は国家的な社会基盤であることから、マイナンバー制度に伴うシステム及びネット
ワークの構築等に要する経費は国が全額負担し、地方公共団体に新たな経費負担が生じないようにするこ
と。
４ 　マイナンバー制度導入で民間事業者には税や社会保障の手続き、給与所得の源泉徴収票の作成など、重
い恒常的な負担が生じる。この負担軽減のため、制度及び「特定個人情報の適正な取り扱いに関するガイ
ドライン（事業者編）」の改正を行うこと。
平成27年10月８日 葉　山　町　議　会

特別交付税の減額見直しを求める意見書
　地方公務員の給与は、国家公務員の給与制度を基本とし、「均衡の原則」から地域民間給与に基づく水準を重視
するように求められている。これにより、民間賃金水準の反映を目的とした地域手当が支給されているが、当町を含
む「人口５万人未満の市町村」に対しては、補完として設けられた基準による極めて限定的な支給率が定められて
いる。
　その地域手当支給基準の条件のひとつとされる、パーソントリップ数値において当町の19.89％は、政令市を除
く神奈川県の基礎自治体において、鎌倉市・逗子市に次ぐ県内３番目の高さである。また、生活保護基準におい
ても、当町は鎌倉市・逗子市とともに生活保護基準１級地－１と、最も高く定められ、物価、生活水準、消費水
準について近隣自治体と同等の評定を得ている。
　こうした基準の比較から、数値の偏りは地域に現れており、自治体の規模に因らない事が分かる。相模湾沿いに
連なる「鎌倉・逗子・葉山」の海に面した立地や、同趣の生活様式などを含めた、広範な地域の一体性が認められ
ることは明白である。
　このような地域において「鎌倉市・逗子市の支給率15％」に対し「葉山町の支給率６％」という地域手当支給率
の大幅な落差が、職員採用や、障害や介護、福祉事業の補助金などの面において、町民に不利益をもたらしている
事実は、「この支給率の格差2.5倍は、公平性を保持し得る適正値であるのか」という疑念を顕在化したものである。
　賃金構造基本統計調査においては、全国で２番目に高いのが神奈川県であることも、当町の得ている評定の高
さが確かなものと客観的に示されている。本来の賃金指数を用いた地域手当支給基準で算定されないことによ
り、やむを得ず国基準を超過して支給している。この事実と実態を踏まえれば、当町に対して制度上による不利
益があると考えられる。
　この制度は地域における民間と公務員、また、公務員間の給与格差を是正するものと認識するが、その支給率
が実態に即さないことで地域間格差を生じさせている事態は、（一財）自治総合センターの調査結果にあるよう
に、当町固有の事案では無く制度上に見られる全国的な問題である。そこで地域手当の本質に鑑み、早急に地域
に「均衡」をもたらす施策を望むものである。
　上述のことから、やむを得ず国基準を超えて支給している自治体に対する、特別交付税の減額は実態にそぐわ
ない措置と考え、減額措置の見直しを求めるものである。
平成27年10月８日 葉　山　町　議　会

意 見 書 を 提 出 し ま し た 地方自治法第99条の規定により、国会または
関係行政庁へ送付しました。
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議員氏名（議席順）

議案・決議・意見・陳情等

横
山
す
み
子

金
崎　

ひ
さ

鈴
木　

道
子

飯
山　

直
樹

細
川　

慎
一

山
田　

由
美

窪
田　

美
樹

畑
中
由
喜
子

石
岡　

実
成

待
寺　

真
司

伊
東　

圭
介

笠
原　

俊
一

土
佐　

洋
子

近
藤　

昇
一

結　

果

平成27年度葉山町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○
×
討
論

×
討
論
○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
可
否
同
数
の
と
き
の
み
議
長
が
決
し
ま
す
。

可決

決算の認定について
（平成26年度葉山町一般会計歳入歳出決算） × × × × × ×

×
討
論

×
討
論
×
×
討
論
× ×

×
討
論

不認定

決算の認定について
（平成26年度葉山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○

×
討
論

×
討
論
○
○
討
論
○ ○

○
討
論

認定

決算の認定について
（平成26年度葉山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○

×
討
論

×
討
論

○
○
討
論
○ ○

○
討
論

認定

決算の認定について
（平成26年度葉山町介護保険特別会計歳入歳出決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○

×
討
論

○
討
論
○
○
討
論
○ ○

○
討
論

認定

決算の認定について
（平成26年度葉山町下水道事業特別会計歳入歳出決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○

×
討
論

×
討
論
○
○
討
論
○ ○

○
討
論

認定

葉山町手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○
×
討
論

×
討
論
○ ○ ○ ○ ○ 可決

葉山町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例 ○ ○

○
討
論
○ ○ ○

×
討
論

×
討
論
○
○
討
論
○ ○ ○ 可決

職員給与の過支給に係る検査に関する決議（議員提案）
○
討
論
○ ○ × ○ × ○ ○

×
討
論

○
討
論
◎ ○ × 可決

特別交付税の減額見直しを求める意見書（議員提案）
○
討
論
○ ○ × ◎

○
討
論

○
討
論

○
討
論

×
討
論
○ ○

○
討
論

×
討
論

可決

マイナンバー制度実施の中止または延期を求める国への意
見書提出を求める陳情 × × × × × ×

○
討
論

○
討
論
× × × × × 不採択

陳情　議員提案条例改正の町長との取引について事実解明
を求める × × × × ×

○
討
論

×
討
論
× × × × × × 不採択

◎は提案者　○は賛成　　×は反対
※議長に表決権はありません。可否同数のときのみ議長が決します。

平成27年議会　第３回定例会　表決結果
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２
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３
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９
日　

本
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議
（
定
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会
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本
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（
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14
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会

16
日　

決
算
特
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会

17
日　

決
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会

24
日　

教
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民
生
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会

25
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決
算
特
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会

28
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総
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会

29
日　
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会
広
報
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会
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日　

議
会
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委
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会

　
　
　

全
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月
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日　

本
会
議
（
定
例
会
）

７
日　

本
会
議
（
定
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会
）

８
日　

本
会
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（
定
例
会
）

　
　
　

 

職
員
給
与
の
過
支
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に
関
す
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検
査
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

今
回
は
、
第
２
回
定
例
会
以
後
、

第
３
回
定
例
会
終
了
ま
で
の
活
動
報

告
を
い
た
し
ま
す
。

議
会
活
動
日
誌

全会一致の可決議案 結 果

平成27年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
平成27年度葉山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
平成27年度葉山町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決
平成27年度葉山町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決
横須賀市・三浦市・葉山町消防通信指令事務協議会規約の変更に関する協議について 可決
人権擁護委員の推薦について 可決
人権擁護委員の推薦について 可決
教育委員会委員の任命について 同意
「議案第18号決算の認定について（平成26年度葉山町一般会計歳入歳出決算）」訂正の件 可決
飲酒運転等撲滅に関する決議 可決
マイナンバー制度の安全性の確保と慎重な運営を求める意見書 可決
職員給与の過支給に係る監査請求に関する決議 可決
当町職員の特殊勤務手当の引下げを求める陳情 不採択
平成28年度における「重度障害者医療費助成制度継続」についての陳情 採択
平成28年度における障害者・透析者を含む移動困難者に対する「通院支援」についての陳情 採択
平成28年度における「慢性腎臓病（ＣＫＤ）及び生活習慣病対策」についての陳情 採択
障害者医療費助成制度の「年齢制限」撤廃を求める陳情 不採択
障害者「自動車燃料費助成」の復元を求める陳情 不採択
平成26年６月開始の戸別収集とステーションでの資源回収に伴う事業の実施結果と事業効果について
町議会として分析検討するとともにその結果を町民に説明することを求める陳情書 趣旨了承

葉山町のごみ処理の将来計画策定のため専門家や町民が参加した審議会または調査検討委員会を設置
して検討するよう山梨町長に要請してください 趣旨了承
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畑中由喜子

開
発
事
業
に
関
す
る
今
後
の
対
策
は

町
長　

環
境
や
景
観
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
考
え
た
い

問　

町
内
で
は
、
宅
地
開
発

が
相
次
い
で
い
る
。
開
発
事

業
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
町
が

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
向
き
合

う
の
か
が
問
わ
れ
る
。
開
発

事
業
に
関
す
る
町
の
基
本
姿

勢
と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

町
長　

環
境
面
や
景
観
面
の

ア
プ
ロ
ー
チ
も
考
え
た
い
。

問　

今
夏
、
鎌
倉
市
は
条
例

で
砂
浜
で
の
飲
酒
や
入
れ
墨

の
露
出
等
を
禁
止
し
た
が
、

葉
山
町
は
規
制
強
化
ど
こ
ろ

か
、
営
業
時
間
を
１
時
間
延

長
し
た
。
当
然
の
結
果
と
し

て
、
逗
子
や
鎌
倉
の
営
業
が

終
わ
っ
て
か
ら
、
葉
山
に
流

れ
て
く
る
人
達
が
増
え
、
葉

山
警
察
の
扱
っ
た
事
案
が
26

年
に
比
べ
、
2.4
倍
以
上
に
上

る
と
い
う
影
響
が
出
た
が
。

町
長　

海
水
浴
場
内
で
風
紀

の
乱
れ
に
つ
な
が
る
状
況
は

見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

問　

県
は
「
海
水
浴
場
ル
ー

ル
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
、
各
自
治
体
に
ル
ー

ル
の
策
定
を
義
務
付
け
た
が
、

町
は
各
組
合
の
自
主
ル
ー
ル

長者ケ崎の景色長者ケ崎の景色

11人が町政を問う
質問者の提出原稿を基に編集しています

質問

■ 一般質問とは
　議員が町長等（執行機関）に対し、町政全般の事務の執行状況
や将来方針等の所信や疑問をただすこと、あるいは報告や説明を
求めることです。 詳しくは議会ホームペ－ジをご覧ください。

の
ま
ま
で
あ
る
。

お
酒
は
時
に
事
故

や
事
件
を
誘
発
す

る
。
事
故
や
事
件

が
起
こ
る
前
に
、

逗
子
・
鎌
倉
の
よ

う
に
条
例
で
規
制

強
化
を
す
べ
き
で

は
。

町
長　

11
月
初
旬

に
連
絡
会
と
反
省

会
を
行
い
、
警
察

や
関
係
者
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
考

え
を
ま
と
め
た
い
。

問　

８
月
に
一
色

の
県
道
で
、
３
人
が
死
傷
す

る
痛
ま
し
い
ひ
き
逃
げ
事
件

が
発
生
し
た
。
悪
質
な
飲
酒

運
転
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国

県
道
の
危
険
箇
所
に
関
し
、

今
後
の
対
策
は
。

町
長　

県
知
事
と
の
懇
談
等

で
町
の
道
路
の
要
望
を
す
る
。

そ
の
他
の
質
問　

中
学
校
給

食
に
つ
い
て
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問　

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
は
防
音

施
設
で
行
う
が
、
海
の
家
は

壁
も
な
い
。
ド
ラ
ム
等
の
楽

器
を
そ
ん
な
場
所
で
大
音
量

で
行
う
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

都
市
経
済
部
長　

決
し
て
良

く
は
な
い
。

問　

良
く
な
い
の
で
あ
れ
ば

ラ
イ
ブ
を
や
め
る
べ
き
。
海

辺
の
住
人
と
し
て
は
切
実
な

問
題
だ
。
騒
音
の
規
制
法
等

の
適
用
は
。

都
市
経
済
部
長　

海
水
浴
場

を
対
象
と
し
た
条
例
が
法
律

に
は
な
い
。
騒
音
・
振
動
の

規
制
法
に
基
づ
い
た
自
主
条

例
を
作
る
に
は
、
調
査
・
研

究
が
必
要
だ
。

問　

町
づ
く
り
条
例
の
意
図

は
。

都
市
経
済
部
長　

地
域
の

問　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

連
動
し
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
用
の
ご
み
分
別
ア
プ
リ
を

是
非
作
っ
て
欲
し
い
。

政
策
財
政
部
長　

他
の
自
治

体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
取
組
み

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

安
心
・
安
全
な
町
、
防

災
の
観
点
か
ら
も
、
葉
山
町

商
工
会
が
進
め
て
い
る
「
通

り
名
事
業
」
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
欲
し
い
。

総
務
部
長　

防
災
マ
ッ
プ
に

取
込
む
こ
と
を
始
め
と
し
、

更
な
る
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
葉
山
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
取
組
ん
で
い
る
、
災
害

情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
専

も
と
に
、
地
域
予
防
事
業
の

充
実
と
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
等
を
進
め
て
い
る
。

問　

Ｉ
Ｔ
に
よ
る
見
守
り
の

取
組
み
は
。

福
祉
部
長　

Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、

在
・
不
在
確
認
等
、
事
業
者

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
受

け
て
い
る
状
況
だ
。

方
々
が
、
事
業
者
の
計
画
を

先
行
し
て
得
る
こ
と
、
こ
う

し
た
条
例
が
あ
る
こ
と
を
内

外
に
示
す
こ
と
だ
。

問　

強
制
力
を
持
た
な
い
条

例
は
機
能
不
足
で
は
。

都
市
経
済
部
長　

法
律
違
反

が
な
い
限
り
捜
査
権
等
が
な

い
た
め
、
あ
く
ま
で
も
指
導

と
な
る
。

問　

委
任
条
例
に
す
る
考
え

用
ア
プ
リ
「
Ｄ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
」
の

推
奨
を
行
っ
て
欲
し
い
。

町
長　

今
後
も
、
災
害
協
定

が
可
能
な
事
業
に
関
し
て
は

取
入
れ
て
い
き
た
い
。

問　

葉
山
町
の
川
は
決
し
て

き
れ
い
で
は
な
い
と
聞
く
が
。

町
長　

葉
山
町
の
川
の
水
質

は
、
県
が
定
め
る
水
質
基
準

を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

問　

リ
バ
ー
ク
リ
ー
ン
を
、

問　

今
後
、
海
水
浴
場
の
条

例
を
改
正
す
る
予
定
は
。

町
長　

条
例
は
あ
く
ま
で
後

ろ
盾
に
過
ぎ
な
い
。
肝
心
な

の
は
葉
山
町
全
体
の
雰
囲
気

が
、
何
か
違
う
ぞ
と
い
う
ふ

う
に
思
わ
せ
る
こ
と
だ
。

問　

海
水
浴
場
の
警
備
強
化

を
図
る
べ
き
で
は
。

都
市
経
済
部
長　

28
年
に
向

け
て
、
強
く
指
導
し
て
い
く
。

石岡実成

葉
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
も
っ
と
見
易
く
判
り
易
く

政
策
財
政
部
長　

さ
ら
な
る
研
究
を
重
ね
て
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

飯山直樹

海
の
家
で
の
ラ
イ
ブ
の
騒
音
問
題
は

都
市
経
済
部
長　

決
し
て
良
く
は
な
い

海辺の風景海辺の風景

「災害情報ツィッターアプリ」と自治体オリジナル「災害情報ツィッターアプリ」と自治体オリジナル
「ごみ分別アプリ」「ごみ分別アプリ」

は
。

都
市
経
済
部
長

　

条
例
に
法
を

取
込
む
こ
と
に

な
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
機
関
と

の
十
分
な
協
議

と
検
証
が
必
要

と
な
る
。

問　

地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
の
取
組
み

は
。

福
祉
部
長　

医

師
会
の
連
携
の

も
っ
と
行
う

べ
き
で
は
。

環
境
部
長　

管
轄
が
県
土

木
で
あ
り
、

川
の
清
掃
は

危
険
が
伴
う

の
で
簡
単
に

は
で
き
な
い

が
、
町
民
活

動
団
体
等
の

取
組
み
を
推

進
、
ま
た
は

支
援
し
て
い

き
た
い
。
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問　

町
職
員
の
扶
養
手
当
過

支
給
で
、
当
該
職
員
が
資
格

喪
失
の
事
実
を
届
け
出
る
義

務
を
怠
っ
た
過
失
で
は
。

総
務
部
長　

職
員
の
過
失
を

認
め
る
か
否
か
、
難
し
い
。

問　

職
員
に
返
還
を
促
す
な

ど
、
厳
し
く
責
任
あ
る
対
応

が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
。

総
務
部
長　

返
還
に
つ
い
て

弁
護
士
と
相
談
し
、
引
き
続

き
お
願
い
し
て
い
く
。

問　

ご
み
の
問
題
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
有
料
化
・
禁
止
も
、

い
た
し
方
な
い
と
考
え
る
が
。

町
長　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
客
に

対
す
る
規
制
、
ご
み
の
有
料

回
収
等
に
つ
い
て
議
論
を
進

め
て
い
く
。

問　

緊
急
車
両
の
進
入
が
で

き
な
い
道
が
あ
る
。
狭き

ょ
う
あ
い隘
道

問　

バ
ス
通
学
費
は
36
人
に

支
給
。
実
際
は
も
っ
と
多
い

が
申
請
を
し
な
い
の
は
年
間

の
助
成
額
が
一
カ
月
分
の
定

期
代
に
も
な
ら
な
い
か
ら
で

は
。

教
育
長　

距
離
が
遠
く
な
れ

ば
助
成
額
が
厚
く
な
る
。

問　

職
員
の
通
勤
は
実
費
で

支
給
し
、
生
徒
通
学
バ
ス
は

初
乗
り
金
額
を
除
い
た
部
分

の
み
を
補
助
す
る
の
は
、
お

か
し
い
と
思
わ
な
い
の
か
。

町
長　

教
育
長
と
検
討
す
る
。

問　

障
害
者
施
策
と
し
て
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
の
た
め
、

町
と
し
て
の
協
力
体
制
は
。

町
長　

障
害
者
福
祉
計
画
の

重
点
施
策
と
し
て
取
組
む
。

問　

逗
子
市
で
は
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
一
部
屋
に
付
き
50

路
拡
幅
整
備
が
で
き
な
い
か
。

町
長　

逗
子
市
の
方
法
や
い

ろ
い
ろ
な
取
組
み
を
検
討
し

た
い
。

問　

空
き
家
対
策
の
現
状
は
。

政
策
財
政
部
長　

民
間
事
業

者
に
委
託
し
て
、
29
項
目
の

実
態
調
査
を
し
て
い
る
。

問　

空
き
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
で
、

協
議
会
が
設
置
で
き
る
が
、

町
で
の
対
応
は
。

政
策
財
政
部
長　

実
態
調
査

の
結
果
を
見
て
、
必
要
で
あ

れ
ば
設
置
す
る
。

万
円
の
設
置
補
助
の
新
規
事

業
が
あ
る
。
取
組
む
考
え
は
。

町
長　

検
討
課
題
と
す
る
。

問　

高
齢
の
た
め
働
け
な
く

な
っ
た
障
害
者
の
終
の
棲
家

に
つ
い
て
、
対
応
策
は
。

福
祉
部
長　

状
況
は
把
握
し

て
い
る
の
で
検
討
し
て
い
る
。

問　

川
崎
市
で
は
関
係
団
体

が
話
し
合
い
、
老
人
ホ
ー
ム

に
障
害
者
枠
を
設
け
た
が
。

町
長　

確
認
の
指
示
を
す
る
。

問　

予
算
が
必
要
だ
が
。

政
策
財
政
部
長　

平
成
28
年

度
当
初
予
算
に
間
に
合
え
ば
、

そ
の
よ
う
に
し
た
い
が
間
に

合
わ
な
け
れ
ば
、
第
２
回
定

例
会
の
補
正
予
算
で
対
応
。

問　

２
０
２
０
年
東
京
五
輪

に
向
け
て
、
空
き
家
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
活
用
す
る

具
体
的
な
考
え
は
。

町
長　

現
状
で
は
空
き
家
よ

り
、
町
の
不
動
産
業
界
を
挙

げ
て
、
既
に
あ
る
施
設
を
案

内
し
導
く
の
が
よ
り
迅
速
だ
。

環
境
部
長　

経
費
の
削
減
だ

け
が
行
政
の
責
務
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問　

税
金
は
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
べ
き
。

ご
み
は
簡
単
に
出
せ
て
経
費

の
か
か
ら
な
い
処
理
を
町
民

は
望
ん
で
い
る
と
思
う
が
。

環
境
部
長　

循
環
型
社
会
形

成
推
進
基
本
法
が
、
廃
棄
物

処
理
法
よ
り
上
位
の
計
画
だ
。

金崎ひさ

中
学
校
生
徒
バ
ス
通
学
費
助
成
の
拡
充
は

教
育
長　

研
究
す
る

土佐洋子

町
職
員
給
与
の
過
支
給
の
対
応
は

町
長　

考
査
委
員
会
を
開
く

バス通学の生徒たちバス通学の生徒たち

狭い道の拡幅を狭い道の拡幅を

問　

町
長
の

目
指
す
「
ご

み
行
政
」
の

将
来
像
は
。

町
長　

で
き

る
限
り
資
源

化
を
行
う
。

問　

資
源
化

率
県
内
１
位

を
目
指
す
こ

と
よ
り
、
ご

み
処
理
経
費

の
削
減
が
大

事
で
は
。
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問　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
後
遺
症
は
深
刻
。
ミ
ド
リ

十
字
の
非
加
熱
血
液
製
剤
や
、

ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
社

の
デ
ー
タ
不
正
操
作
の
よ
う

な
例
も
あ
る
。
国
が
推
奨
す

る
ワ
ク
チ
ン
で
も
、
町
独
自

の
安
全
性
調
査
が
必
要
と
思

う
が
。

福
祉
部
長　

今
後
も
対
象
者

や
保
護
者
に
、
き
ち
ん
と
広

報
す
る
。

問　

下
水
道
計
画
に
つ
い
て
、

選
挙
時
の
公
約
は
『
350
㌶
で

休
止
』
の
は
ず
だ
。
先
に
整

備
し
た
区
域
の
老
朽
化
も
あ

り
、
費
用
対
効
果
か
ら
す
れ

ば
、
整
備
面
積
を
増
や
す
べ

き
で
は
な
い
が
。

町
長　

国
の
政
策
に
従
い
、

513
㌶
の
整
備
を
目
指
す
。

問　

特
別
交
付
税
の
減
額
、

そ
の
要
因
で
あ
る
地
域
手
当

は
目
的
が
賃
金
格
差
是
正
で

あ
る
か
ら
、
賃
金
指
数
を
用

い
た
支
給
基
準
は
妥
当
だ
が
、

賃
金
と
は
無
関
係
に
人
口
５

万
人
未
満
の
市
町
村
を
本
基

準
の
対
象
外
と
し
て
い
る
、

こ
の
制
度
を
不
可
解
に
思
わ

な
い
の
か
。

町
長　

特
別
交
付
税
の
制
裁

措
置
は
、
国
と
地
方
が
対
等

な
地
方
分
権
の
趣
旨
に
反
す

る
と
不
可
解
に
感
じ
て
い
る
。

問　

お
か
し
い
と
思
う
の
で

あ
れ
ば
主
張
す
る
べ
き
で
あ

り
、
特
別
交
付
税
減
額
措
置

の
見
直
し
を
求
め
、
行
動
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

町
長　

総
務
省
の
報
告
書
か

ら
も
、
支
給
率
の
見
直
し
は

ス
ベ
イ
設
置
な
ど
、
バ
ス
事

業
者
と
協
議
中
。

問　

若
い
移
住
者
を
呼
び
込

む
た
め
に
も
、
今
調
査
中
の

空
き
家
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
公
開
す
べ
き
。
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
や
芸
術
家
村
な

ど
、
住
民
と
の
協
働
は
。

町
長　

今
回
の
空
き
家
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
。

問　

学
校
給
食
が
自
校
方
式

か
セ
ン
タ
ー
方
式
か
は
今
後

の
課
題
だ
が
「
理
想
の
給
食
」

は
脂
肪
分
が
少
な
く
、
野
菜

と
タ
ン
パ
ク
質
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
「
正
し
い
和
食
」

だ
と
考
え
る
の
で
、
お
茶
を

出
し
て
は
ど
う
か
。
牛
乳
は
、

休
み
時
間
に
飲
ん
だ
ら
ど
う

か
。

教
育
長　
「
理
想
の
給
食
」

の
理
念
は
、
学
校
給
食
法
に

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

私
は
減
額
措
置
の
見
直

し
を
求
め
る
べ
き
と
質
問
し

て
い
る
。
そ
れ
は
支
給
率
は

法
律
。
減
額
措
置
は
省
令
の

第
８
条
２
項
・
３
項
に
定
め

て
あ
る
。
よ
く
見
て
欲
し
い
。

第
１
項
に
は
増
額
も
で
き
る

と
定
め
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。

総
務
大
臣
は
そ
の
権
限
の
範

囲
で
減
額
も
増
額
も
で
き
る

望
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
検

討
中
と
の
事
だ
か
ら
早
期
な

行
動
を
願
っ
て
い
る
。
葉
山

町
が
独
自
に
定
め
る
地
域
手

当
の
根
拠
。
支
給
基
準
の
内

容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

隣
接
す
る
逗

子
・
横
須
賀
と
比
較
し
て
６

％
が
妥
当
と
は
考
え
て
い
な

い
こ
と
で
決
め
て
い
る
。

細川慎一

正
当
な
主
張
に
は
然
る
べ
き
行
動
を

町
長　

制
裁
措
置
は
地
方
分
権
の
趣
旨
に
反
す
る

山田由美

予
防
接
種
は
町
独
自
の
調
査
が
必
要
で
は

福
祉
部
長　

き
ち
ん
と
広
報
す
る

いろいろなワクチンいろいろなワクチン

あ
る
と
考
え

る
。

問　

雨
の
日
、

逗
子
駅
周
辺

は
、
送
迎
の

車
で
渋
滞
す

る
。
ミ
ニ
バ

ス
循
環
や
自

家
用
車
の
乗

り
入
れ
制
限

な
ど
は
。

町
長　

公
共

車
両
優
先
シ

ス
テ
ム
、
バ

の
だ
か
ら
、

正
し
い
主
張

が
あ
る
な
ら

然
る
べ
き
相

手
に
訴
え
る

の
が
先
で
し

ょ
う
。
こ
の

事
実
を
踏
ま

え
、
新
た
な

認
識
で
取
組

ん
で
頂
き
た

い
。
総
務
省

の
担
当
者
は
、

次
の
省
令
に

自
治
体
の
要
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問　

定
期
監
査
で
指
摘
さ
れ

た
文
書
管
理
に
関
す
る
対
応

を
、
即
座
に
行
う
べ
き
で
は
。

町
長　

監
査
の
指
摘
を
受
け
、

文
書
管
理
規
程
の
見
直
し
を

検
討
し
た
。
そ
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
意
識
が
欠
落
し
て

い
た
と
自
省
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
つ
い
て

問　

生
活
排
水
処
理
の
あ
り

方
10
年
概
成
に
向
け
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

公
共
下
水
道
審
議
会

の
答
申
内
容
等
を
踏
ま
え
策

定
し
、
素
案
の
段
階
で
示
す
。

問　

公
共
下
水
道
と
合
併
処

理
浄
化
槽
で
100
％
整
備
を
図

る
の
か
。
３
団
地
の
大
型
浄

化
槽
の
対
応
は
ど
う
す
る
か
。

環
境
部
長　

100
％
が
目
標
だ
。

３
団
地
も
公
共
下
水
道
に
接

続
し
て
も
ら
い
た
い
。

問　

下
山
口
市
街
地
面
積
の

整
備
区
域
は
1·4
㌶
、
人
口
普

及
率
は
1.7
％
し
か
な
い
。
河

川
を
利
用
す
る
ク
イ
ッ
ク
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
の
鍵
を

握
っ
て
い
る
が
。

町
長　

そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

国
土
交
通
省
と
下
山
川
周
辺

問　

全
く
話
題
に
な
か
っ
た

小
学
校
給
食
を
庁
内
部
課
長

で
構
成
す
る
中
学
校
給
食
推

進
委
員
会
で
検
討
し
た
こ
と

が
問
題
で
は
。
６
校
合
わ
せ

た
セ
ン
タ
ー
方
式
は
決
定
で

は
な
い
と
言
う
が
、
ほ
か
の

案
が
出
さ
れ
て
な
い
の
で
選

べ
な
い
。
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
、
今
後
の
進
め
方
は
。

教
育
長　

中
学
校
給
食
実
施

の
機
会
に
小
学
校
給
食
室
の

老
朽
化
対
策
を
一
体
的
に
進

め
る
こ
と
が
合
理
的
。
地
産

献
立
、
き
め
細
や
か
な
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
や
児
童
と
作
り

手
の
触
れ
合
い
な
ど
、
自
校

方
式
の
良
い
点
を
可
能
な
限

り
継
続
す
る
た
め
、
保
護
者

な
ど
と
十
分
な
協
議
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

の
視
察
を
行
っ
た
が
、
河
川

法
の
壁
が
あ
り
、
い
か
に
や

り
き
る
か
知
恵
を
出
し
合
い

方
策
を
導
い
て
い
く
と
し
た
。

問　

最
大
の
課
題
は
、
国
庫

補
助
金
の
100
％
確
保
だ
が
。

環
境
部
長　

100
％
担
保
の
明

言
は
取
れ
な
い
が
、
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
も
し

て
お
り
、
優
先
的
に
考
え
る

と
の
話
し
は
あ
っ
た
。

問　

葉
山
一
色
宅
地
計
画
に

関
す
る
数
々
の
問
題
点
は
、

住
民
の
不
信
感
が
募
っ
た
。

か
な
り
の
時
間
が
経
過
し
た

農
地
転
用
時
期
の
妥
当
性
と
、

教
訓
と
し
た
今
後
の
対
応
は
。

都
市
経
済
部
長　

農
業
委
員

会
が
事
業
者
に
促
し
、
27
年

１
月
に
提
出
さ
れ
た
。
今
後

は
、
土
地
売
買
が
な
い
場
合

で
も
地
目
を
即
、
調
べ
る
。

問　

農
地
の
譲
り
受
人
が
先

の
同
一
性
も
、
内
規
を
考
え

て
い
る
。

問　

工
事
完
了
し
た
が
出
水

問
題
は
、
業
者
と
住
民
の
合

意
が
さ
れ
て
い
な
い
。
町
の

関
わ
り
は
。

都
市
経
済
部
長　

事
業
者
と

住
民
任
せ
と
い
う
事
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問　

地
域
手
当

見
直
し
へ
の
現
状
は
・
介
護

保
険
事
業
計
画
の
遂
行
状
況

待寺真司

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
成
功
の
鍵
は
河
川
の
利
用
だ
が

町
長　

そ
の
通
り
だ
と
思
う

窪田美樹

学
校
給
食
の
今
後
の
進
め
方
は

教
育
長　

保
護
者
な
ど
と
十
分
な
協
議
を
す
る
必
要
が
あ
る

「皆さまのご意見を伺う会」のようす「皆さまのご意見を伺う会」のようす

下山川河川管理用通路下山川河川管理用通路

行
、
後
方
開

発
と
も
同
じ

と
い
う
事
は
、

一
体
開
発
に

当
た
り
、
条

例
逃
れ
で
は
。

都
市
経
済
部

長　

一
連
性

の
問
題
だ
が
、

現
状
、
職
員

の
気
力
、
体

力
で
や
っ
て

い
る
。
今
後
、

土
地
所
有
者

問　

職
員
給
与

過
払
い
事
案
で

発
生
し
た
、
戻

入
時
効
分
の
起

案
文
書
が
見
当

た
ら
な
い
の
は
、

事
務
決
裁
規
程

に
抵
触
し
て
い

る
の
で
は
。

副
町
長　

時
効

に
す
る
と
い
う

意
思
決
定
を
受

け
る
な
ら
、
当

然
文
書
起
案
を

す
べ
き
だ
。
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問　

公
共
下
水
道
事
業
の
接

続
率
は
。

町
長　

市
街
化
区
域
内
の

317
・
５
㌶
が
供
用
開
始
面
積

で
、
71
・
５
％
の
接
続
率
だ
。

問　

私
道
内
設
置
は
ど
う
か
。

環
境
部
長　

接
続
の
対
象
と

な
る
の
は
平
成
23
年
度
末
で
、

200
件
、
接
続
件
数
は
平
成
26

年
度
末
で
40
数
件
だ
。

問　

私
道
内
設
置
制
度
の
要

件
を
緩
和
す
べ
き
だ
が
。

環
境
部
長　

指
摘
を
視
野
に

入
れ
私
道
専
用
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
る
つ
も
り
だ
。
戸

別
訪
問
も
研
究
し
改
良
す
る
。

問　

税
の
一
括
納
入
の
割
引

を
復
活
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

総
務
部
長　

課
題
と
し
て
研

究
し
て
い
く
。

問　

図
書
館
側
の
ト
ン
ネ
ル

問　

平
成
27
年
、
国
は
空
き

家
対
策
特
別
措
置
法
を
定
め

た
。
空
き
家
対
策
に
苦
し
む

自
治
体
を
助
け
る
法
律
で
も

あ
る
。
当
町
で
も
、
現
在
、

近
隣
に
不
安
を
与
え
て
い
る

空
き
家
も
あ
る
。
こ
れ
は
28

年
の
調
査
結
果
を
待
た
ず
、

緊
急
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長　

27
年
度
は
、
町
内
の

空
き
家
の
実
態
把
握
を
目
的

と
し
た
調
査
を
実
施
中
。
平

成
28
年
度
以
降
、
法
律
に
規

定
す
る
衛
生
・
防
災
面
で
問

題
の
あ
る
特
定
空
き
家
へ
の

対
応
、
空
き
家
や
跡
地
の
有

効
活
用
等
の
取
組
み
を
、
計

画
的
に
進
め
る
。

　

現
在
、
近
隣
に
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
空
き
家
等
に
つ

い
て
は
、
実
態
把
握
を
し
た

向
け
の
遊
具
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
た
り
、
65
歳
以
上

の
公
園
利
用
者
も
50
年
前
は

６
％
だ
っ
た
の
が
、
14
・
５

％
と
大
幅
に
増
え
た
と
の
報

道
が
あ
っ
た
。
増
設
の
考
え

は
ど
う
か
。

町
長　

健
康
増
進
に
役
立
て

て
い
る
。
進
め
て
い
き
た
い
。

近
辺
の
国
・
県
道
交
差
点
に

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
要
望
が

あ
る
が
、
設
置
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　

警
察
署
と
連
携

し
選
出
し
た
今
回
の
７
カ
所

の
工
事
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

問　

設
置
す
べ
き
重
要
な
地

点
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
部
長　

状
況
を
み
て
引

上
で
、
所
有
者
等
に
適
切
な

処
置
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

な
か
な
か
対
応
し
て
も

ら
え
な
い
の
が
実
態
で
は
。

そ
の
「
お
願
い
」
は
、
従
来

の
火
災
予
防
条
例
等
に
よ
る

お
願
い
か
、
今
回
の
法
に
よ

る
も
の
か
。
町
長
は
こ
の
空

き
家
対
策
の
法
律
を
後
ろ
盾

横山すみ子
空
き
家
対
策
、
法
律
を
後
ろ
盾
に
緊
急
対
応
も
必
要
で
は

町
長　

法
律
を
後
ろ
盾
に
強
く
取
組
み
、
私
も
責
任
を
取
る
覚
悟
で

鈴木道子

公
共
下
水
道
へ
の
私
道
の
接
続
向
上
策
は

環
境
部
長　

規
制
緩
和
や
専
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る

児
・
者
の
相
談
事
例
は
あ
る

か
。
ま
た
、
平
成
20
年
の

「
無
戸
籍
で
の
住
民
票
対
応
」

の
総
務
省
通
知
の
認
識
は
。

町
長　

当
町
に
は
そ
の
よ
う

な
事
例
は
な
い
。
今
後
そ
の

よ
う
な
事
例
が
あ
れ
ば
、
通

知
の
内
容
を
踏
ま
え
、
適
切

に
対
応
す
る
。

に
強
く
取
組

む
よ
う
、
職

員
に
指
示
す

べ
き
だ
。

町
長　

こ
の

法
律
を
後
ろ

盾
に
、
市
町

村
の
責
任
を

し
っ
か
り
と

果
た
す
よ
う

担
当
に
も
申

し
、
私
自
身

も
責
任
を
取

る
覚
悟
で
進

め
る
べ
き
と

思
う
。

問　

無
戸
籍

き
続
き
研
究
し
て

い
く
。

問　

街
路
灯
設
置

の
状
況
は
。

町
長　

町
内
は
全

て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯

に
整
備
し
、
合
計

で
３
６
４
３
本
設

置
し
た
。
今
後
の

設
置
は
状
況
を
見

て
考
え
る
。

問　

背
の
ば
し
ベ

ン
チ
等
ス
ト
レ
ッ

チ
や
体
力
維
持
の

機
能
を
持
つ
健
康

遊
具
設
置
が
増
え

て
お
り
、
シ
ニ
ア

防犯カメラ設置予定場所防犯カメラ設置予定場所



○ 

１
千
万
円
以
上
５
千
万
円

未
満
の
契
約

 

（
千
円
未
満
四
捨
五
入
）

①
各
中
学
校
空
調
設
備
設
置

　

工
事
（
電
気
設
備
改
修
）

 

２
４
９
９
万
円

②
各
中
学
校
空
調
設
備
設
置

　

工
事
（
建
築
改
修
及
び
機

械
設
備
改
修
）

 

２
９
４
１
万
円

③
葉
山
処
理
区
（
堀
内
）

　

 

枝
線
築
造
工
事（
そ
の
７
）

 

２
９
９
１
万
円

④ 

長
柄
小
学
校
及
び
上
山
口

小
学
校
屋
内
運
動
場
天
井

等
、
非
構
造
部
材
耐
震
化

工
事 
３
１
４
９
万
円

○
決
議
の
対
応
状
況

　

第
２
回
定
例
会
で
提
出
さ

れ
た
「
国
に
対
し
地
域
手
当

の
支
給
割
合
引
上
げ
の
要
請

を
強
め
、
同
時
に
組
合
と
の

地
域
手
当
の
協
議
を
早
急
か

つ
真
摯
に
行
う
よ
う
求
め
る

決
議
」
の
対
応
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　

職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
し

て
は
、
葉
山
町
職
員
労
働
組

合
と
、
今
後
も
人
事
院
勧
告

の
状
況
は
も
と
よ
り
、
神
奈

川
県
や
県
内
他
の
市
町
村
の

状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

真
摯
に
協
議
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
す
で
に
葉
山
町
職
員

労
働
組
合
と
の
事
務
折
衝
に

お
い
て
も
、
地
域
手
当
に
つ

い
て
は
見
直
し
事
項
と
し
て

提
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
引
き
続
き
協
議
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

町
長
行
政
報
告

　

議
会
だ
よ
り
121
号
の
次
の

ペ
ー
ジ
を
訂
正
い
た
し
ま
す
。

○
３
ペ
ー
ジ
「
新
し
い
委
員

会
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
」
の

「
総
務
建
設
常
任
委
員
会
」

の
左
側
、
上
か
ら
２
つ
目
の

見
出
し
「
総
務
部
の
所
管
に

関
す
る
事
項
」
の
文
末
「
職

員
人
事
」
を
「
職
員
給
与
」

に
訂
正
し
ま
す
。

○
14
ペ
ー
ジ
下
段
の
石
岡
議

員
の
見
出
し
「
消
化
活
動
〜
」

を
「
消
火
活
動
」
に
訂
正
し

ま
す
。

○
19
ペ
ー
ジ
上
段
の
笠
原
議

員
の
写
真
の
説
明
「
西
浜
町

〜
」
を
「
西
原
町
」
に
訂
正

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

平成27年

第４回定例会 は
11月27日（金）
からの予定です。
皆さまの傍聴を

お待ちしています。

議会の
最新情報は

ホームページを
ご覧ください
発
行
　
葉
山
町
議
会
　
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
2135番

地
　
046－

876－
1111

編
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
発
行
日
　
平
成
27年

11月
11日

　
http://w

w
w
.tow

n.hayam
a.lg.jp/gikai/

再生紙を使用しています再生紙を使用しています

表
紙
説
明

　

10
月
24
日
、
午
前
10
時

半
か
ら
上
山
口
小
学
校
旧

校
舎
、
午
後
３
時
か
ら
葉

山
町
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

に
て
「
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
伺
う
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
議
会
広
報
常

任
委
員
会
で
企
画
・
立
案

し
、
議
員
全
員
が
出
席
し

て
行
っ
た
も
の
で
、
今
回

の
テ
ー
マ
は
『
学
校
給
食

に
つ
い
て
』
で
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
休
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
早
急
に
ま
と
め
、
議

会
と
し
て
町
に
伝
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、『
学
校
給
食
に

つ
い
て
』
の
詳
細
は
、
次

号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

お詫びと訂正

　

新
し
い
広
報
常
任
委
員

会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
２
回

目
の
議
会
だ
よ
り
編
集
を

行
い
ま
し
た
。
先
輩
議
員

に
頼
り
っ
ぱ
な
し
の
１
回

目
か
ら
少
し
は
慣
れ
て
来

た
よ
う
で
す
。
今
回
か
ら

は
広
聴
機
能
充
実
の
た
め
、

編
集
と
広
聴
機
能
を
分
け

て
当
た
り
ま
し
た
。
20
数

ペ
ー
ジ
の
紙
面
全
て
、
ワ

イ
ワ
イ
や
り
な
が
ら
の
作

成
で
す
。

　

広
聴
・
広
報
は
英
語
で

Public Relation

だ
そ
う

で
す
。
一
方
向
か
ら
の
情

報
発
信
で
は
な
く
、
双
方

向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
情
報

交
換
が
実
現
で
き
る
ツ
ー

ル
と
な
る
よ
う
、
一
同
、

読
み
た
く
な
る
コ
ン
テ
ン

ツ
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

議
会
が
目
指
す
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
端
を
担

え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

11
月
２
日
記 

飯
山
直
樹

議　

長

　

近
藤　

昇
一

議
会
広
報

常
任
委
員
会

窪
田　

美
樹

石
岡　

実
成

横
山
す
み
子

鈴
木　

道
子

飯
山　

直
樹

山
田　

由
美

畑
中
由
喜
子

待
寺　

真
司

笠
原　

俊
一

内訳は次のとおりです。
（詳しくは議会ホームページをご覧ください）
種別 件数 金額（円） 種別 件数 金額（円）
慶祝金 ５ 40,400 接遇費 ３ 25,590
弔慰金 ０ 0 その他 ４ 43,368
見舞金 １ 10,000 合 計 17 154,358
会 費 ４ 35,000

議会交際費支出状況
（平成27年４月～平成27年９月）

24議会だより　第122号

平成27年11月11日発行
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